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会
場
は
11
時
00
分
に
出
店
・

出
展
が
オ
ー
プ
ン
し
、「
自
由

に
話
そ
う
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
」

「
女
た
ち
が
集
ま
れ
ば
変
え
ら

れ
る
！
め
っ
ち
ゃ
楽
し
い
未

来
を
つ
く
ろ
う
」「
こ
ど
も
憲

法
ひ
ろ
ば
」「
Ｈ
ｕ
ｍ
ａ
ｎ
Ｍ

も
つ
な
が
り
私
た
ち
が
い
る
こ

と
を
示
し
続
け
よ
う
」
と
述
べ

た
。

　

続
い
て
政
党
・
会
派
か
ら
の

連
帯
挨
拶
が
行
わ
れ
、
立
憲
民

主
党
の
吉
田
忠
智
常
任
幹
事
会

議
長
は
、「
ト
ラ
ン
プ
米
政
権

の
武
力
攻
撃
は
国
際
法
違
反
。

日
本
は
平
和
憲
法
を
礎
に
し

て
、
ア
メ
リ
カ
の
さ
ま
ざ
ま
な

制
約
の
中
で
も
イ
ラ
ン
や
イ
ス

ラ
エ
ル
と
友
好
関
係
を
結
ん
で

い
る
。
９
条
を
含
む
平
和
憲
法

は
世
界
に
誇
る
日
本
の
宝
だ
」

と
強
調
し
た
。

　

日
本
共
産
党
の
田
村
智
子
委

員
長
は
「
５
・
３
集
会
は
憲
法

９
条
守
れ
と
の
国
民
の
圧
倒
的

多
数
派
を
つ
く
る
キ
ッ
ク
オ
フ

集
会
だ
と
決
意
し
て
参
加
し
て

い
る
。
高
市
早
苗
首
相
が
『
こ

の
１
年
で
改
憲
発
議
の
め
ど
を

つ
け
る
』
と
発
言
し
た
よ
う

に
、
焦
点
が
９
条
に
あ
る
こ
と

は
明
ら
か
。
日
本
国
憲
法
こ
そ

世
界
に
平
和
を
も
た
ら
す
確
か

な
力
で
あ
り
、
改
憲
・
軍
拡
反

対
の
圧
倒
的
世
論
を
国
民
の
中
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ｕ
ｓ
ｉ
ｃ
ラ
イ
ブ
」
の
ミ
ニ
ス

テ
ー
ジ
が
開
催
さ
れ
た
。

　

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
12

時
15
分
か
ら
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
が

始
ま
り
、
13
時
00
分
に
開
会
さ

れ
た
。

　

司
会
は
、
総
が
か
り
行
動
青

年
Ｐ
Ｔ
の
安
田
葵
さ
ん
、
元
高

校
生
平
和
大
使
の
福
本
響
さ
ん

の
二
人
が
務
め
た
。

　

憲
法
共
同
セ
ン
タ
ー
共
同
代

表
の
秋
山
正
臣
さ
ん
が
主
催
者

を
代
表
し
て
、「
憲
法
大
集
会

開
催
の
た
め
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
に
１
１
５
８
万
円

の
寄
付
を
頂
い
た
。
こ
れ
は
憲

法
９
条
の
危
機
を
皆
さ
ん
が
肌

身
で
感
じ
て
い
る
反
映
。
こ
の

集
会
を
結
節
点
に
、
憲
法
を
生

か
し
平
和
・
命
・
暮
ら
し
・
人

権
を
守
っ
て
い
こ
う
。
９
条
改

憲
を
許
さ
な
い
市
民
運
動
が
重

要
で
、
草
の
根
の
地
域
、
職
場

か
ら
声
を
あ
げ
て
い
こ
う
。
９

条
改
憲
を
許
さ
な
い
一
点
で
国

会
議
員
と
も
連
帯
し
、
９
条
を

守
っ
て
い
こ
う
」と
挨
拶
し
た
。

　

ス
ピ
ー
チ
で
は
、
日
本
ペ
ン

ク
ラ
ブ
前
会
長
の
吉
岡
忍
さ
ん

が
、「
ス
パ
イ
防
止
法
や
国
旗

損
壊
罪
な
ど
を
制
定
す
る
動
き

は
、
日
本
と
い
う
国
家
を
肥
大

化
さ
せ
る
テ
コ
に
な
っ
て
い

る
。『
強
い
国
』
の
行
き
着
く

先
が
『
戦
争
で
き
る
国
』
だ
」

と
訴
え
た
。
少
女
た
ち
が
暴
力

や
性
搾
取
を
受
け
な
い
社
会
を

目
指
し
て
活
動
す
る
一
般
社
団

法
人
Ｃ
ｏ
ｌ
ａ
ｂ
ｏ
代
表
の
仁

藤
夢
乃
さ
ん
は
、「
戦
争
と
性

搾
取
は
表
裏
一
体
。
戦
争
で

真
っ
先
に
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ

る
の
は
女
性
、子
ど
も
の
人
権
。

人
権
を
守
る
た
め
、
こ
れ
か
ら

　

憲
法
記
念
日
の
５
月
３
日
に
、
平
和
と
い
の
ち
と
人

権
を
！
５
・
３
憲
法
集
会
実
行
委
員
会
主
催
の
「
つ
な
が

ろ
う
憲
法
い
か
し
て
平
和
な
世
界
を
！
２
０
２
６
憲
法

大
集
会
」
が
、
東
京
都
江
東
区
の
東
京
臨
海
広
域
防
災

公
園
で
開
催
さ
れ
、
労
働
者
・
市
民
５
万
人
が
参
加
し
た
。

に
広
げ
る
先
頭
に
立
っ
て
奮
闘

す
る
」
と
述
べ
た
。

　

れ
い
わ
新
選
組
の
山
本
譲

司
幹
事
長
は
、「
物
価
高
が
続

く
中
で
生
活
困
窮
者
が
増
え
、

憲
法
25
条
が
守
ら
れ
て
い
な

い
。
高
市
早
苗
政
権
は
軍
事

費
を
２
倍
に
し
、
武
器
輸
出

を
解
禁
す
る
一
方
で
、
高
額

療
養
費
制
度
の
改
悪
を
推
進

し
て
い
る
。
国
民
の
命
を
守

ろ
う
と
し
な
い
者
が
、
憲
法

改
正
、
軍
備
増
強
な
ど
と
言
っ

て
い
る
」
と
訴
え
た
。

　

社
民
党
の
福
島
瑞
穂
党
首

は
、「
米
国
か
ら
ホ
ル
ム
ズ
海

峡
へ
の
自
衛
隊
派
遣
を
要
請
さ

れ
た
が
、
憲
法
９
条
が
制
約
と

な
っ
て
派
遣
で
き
な
か
っ
た
。

憲
法
９
条
が
あ
る
か
ら
日
本
は

戦
争
に
参
戦
で
き
な
い
。
ま
さ

に
憲
法
９
条
の
威
力
。
憲
法
を

生
か
す
た
め
に
他
の
野
党
と
一

緒
に
全
力
を
あ
げ
る
」
と
表
明

し
た
。

　
「
沖
縄
の
風
」
の
伊
波
洋
一

参
院
議
員
は
、「
沖
縄
で
は
島
々

に
陸
上
自
衛
隊
に
よ
る
ミ
サ
イ

ル
基
地
が
つ
く

ら
れ
、
軍
事
演

習
が
行
わ
れ
て

き
た
。
安
保
３

文
書
に
基
づ
い

て
長
射
程
ミ
サ

イ
ル
が
熊
本
県

と
静
岡
県
の
陸

上
自
衛
隊
駐
屯

地
に
配
備
さ
れ

た
。
全
国
で
ミ

サ
イ
ル
戦
争
に

な
る
こ
と
を
止
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
訴
え
た
。
ま
た
、

中
道
改
革
連
合
か
ら
は
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
寄
せ
た
。

　

参
加
者
全
員
で
の
プ
ラ
カ
ー

ド
ア
ピ
ー
ル
の
後
、
市
民
連
合

か
ら
の
連
帯
挨
拶
を
新
潟
国
際

情
報
大
学
の
佐
々
木
寛
教
授
が

行
っ
た
。

　

リ
レ
ー
ト
ー
ク
は
、
福
島
現

地
の
報
告
を
原
発
事
故
被
害
者

団
体
連
絡
会
の
武
藤
類
子
共
同

代
表
、
核
兵
器
禁
止
に
つ
い
て

核
兵
器
を
な
く
す
日
本
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
中
島
優
希
さ
ん
、
ス

パ
イ
防
止
法
に
つ
い
て
海
渡
双

葉
弁
護
士
の
三
人
が
行
っ
た
。

　

集
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
確
認
を

行
い
、
ユ
キ
ヒ
ロ
＆
『
５
・
３

憲
法
集
会
み
ん
な
で
歌
う
合
唱

隊
』
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
憲
法

大
集
会
を
終
え
た
。

　

集
会
後
、
参
加
者
は
台
場

コ
ー
ス
・
豊
洲
コ
ー
ス
の
二
つ

に
別
れ
て
パ
レ
ー
ド
を
行
い
、

沿
道
の
人
々
に
日
本
国
憲
法
を

い
か
し
て
平
和
な
世
界
を
作
ろ

う
と
訴
え
た
。

憲法大集会メインステージ

憲法大集会  国労の参加者

５
月
３
日
有
明
防
災

公
園
で
開
催
さ
れ
た

「
つ
な
が
ろ
う
憲
法

い
か
し
て
平
和
な
世

界
を
！
２
０
２
６
憲

法
大
集
会
」
は
５
万

人
の
結
集
に
つ
な
が
り
近
年
に

な
い
結
集
だ
と
感
じ
た
▼
衆
院

選
で
自
民
党
は
衆
議
院
で
単
独

で
改
憲
可
能
な
議
席
数
を
得
た

ば
か
り
か
、
改
憲
勢
力
の
日
本

維
新
の
会
と
連
立
を
組
ん
で
い

る
▼
高
市
首
相
は
自
民
党
大
会

で
「
時
は
来
た
。
改
正
の
発
議

に
め
ど
が
立
っ
た
状
態
で
来
年

の
党
大
会
を
迎
え
た
い
」
と
改

憲
へ
の
強
い
意
欲
を
示
す
と
と

も
に
、
防
衛
力
強
化
や
武
器
輸

出
の
全
面
解
禁
な
ど
日
本
の
平

和
主
義
を
象
徴
し
た
政
策
の
転

換
や
、
国
家
情
報
会
議
設
置
法

や
ス
パ
イ
防
止
法
な
ど
戦
争
へ

の
道
を
突
き
進
ん
で
い
る
▼
日

本
国
憲
法
前
文
に
は
「
政
府
の

行
為
に
よ
っ
て
再
び
戦
争
の
惨

禍
が
起
こ
る
事
の
な
い
や
う
に

す
る
こ
と
を
決
意
し
、
こ
こ
に

主
権
が
国
民
に
存
す
る
こ
と
を

宣
言
し
、
こ
の
憲
法
を
確
定
す

る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
▼
全
国

各
地
の
憲
法
集
会
も
「
Ｔ
Ｕ
Ｎ

Ａ
Ｇ
」
で
報
告
さ
れ
日
本
の
現

状
へ
の
危
機
感
が
様
々
な
集
会

へ
の
結
集
に
も
結
び
つ
い
て
い

る
▼「
憲
法
」や「
平
和
」
は
中
々

職
場
で
話
題
に
な
ら
な
い
が
、

集
会
等
で
感
じ
た
事
を
職
場
の

仲
間
へ
話
し
か
け
伝
え
る
事
も

平
和
や
憲
法
を
護
ら
せ
る
闘
い

の
出
発
点
だ
と
思
う
。（
鈴
）
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16
日
の
平
和
行
進
は
、
嘉

数
高
台
公
園
出
発
の
普
天
間

基
地
を
通
る
「
普
天
間
基
地

コ
ー
ス
」
と
、
読
谷
村
陸
上

競
技
場
出
発
の
嘉
手
納
基
地

を
通
る
「
嘉
手
納
基
地
コ
ー

ス
」
の
２
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、

県
民
大
会
が
開
催
さ
れ
る
Ａ

ｇ
ｒ
ｅ
ド
ー
ム
北
谷
を
目
指

し
行
進
を
お
こ
な
っ
た
。

　

国
労
は
、
午
前
中
に
普
天
間

基
地
コ
ー
ス
の
行
進
団
と
共
に

行
進
を
し
、
午
後
か
ら
は
嘉
手

納
基
地
コ
ー
ス
の
行
進
団
に
合

流
し
て
総
距
離
12
・
９
㎞
を
歩

き
切
っ
た
。

　

そ
の
後
引
き
続
き
、
５
・
15

平
和
と
く
ら
し
を
守
る
県
民
大

会
に
参
加
し
た
。

　

来
賓
の
沖
縄
県
知
事
の
玉
城

デ
ニ
ー
氏
の
挨
拶
、
海
外
ゲ

　

続
い
て
、
主
催
者
挨
拶
、
共

催
挨
拶
、
連
帯
挨
拶
を
受
け
、

韓
国
か
ら
の
ゲ
ス
ト
紹
介
を
経

て
、嘉
手
納
・
普
天
間
の
各
コ
ー

ス
の
団
長
・
副
団
長
、
交
通
責

任
者
の
紹
介
と
決
意
表
明
を
受

け
、「
日
本
は
戦
争
を
し
な
い
・

さ
せ
な
い
、
対
話
に
よ
る
平
和

解
決
を
し
て
い
く
」
こ
と
を
確

認
し
、
が
ん
ば
ろ
う
で
団
結
式

を
締
め
た
。

　

１
８
８
６
年
５
月
１
日
、
ア

メ
リ
カ
の
シ
カ
ゴ
の
労
働
者
が

８
時
間
労
働
制
の
確
立
を
求
め

て
ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
っ
た
。
ス

ト
ラ
イ
キ
中
、
参
加
し
て
い
た

労
働
者
が
警
官
に
よ
っ
て
射
殺

さ
れ
、
そ
の
事
件
へ
の
抗
議
集

会
に
対
し
て
も
弾
圧
が
加
え
ら

れ
、
多
く
の
死
傷
者
が
出
た
。

　

そ
の
後
、
現
在
に
至
る
ま
で

５
月
１
日
は
労
働
者
に
と
っ
て

特
別
な
日
と
し
て
、
世
界
中
で

行
動
が
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

　

日
本
に
お
け
る
メ
ー
デ
ー
は

１
９
２
０
年
に
始
ま
り
、
２
・

26
事
件
弾
圧
の
戒
厳
令
で
中
止

に
な
っ
て
以
降
、
ア
ジ
ア
・
太

平
洋
戦
争
が
終
わ
る
ま
で
開
催

ス
ト
と
し
て
韓
国
か
ら
平
和
主

権
行
動
平
和
ノ
モ
共
同
代
表
の

イ
・
ヨ
ニ
氏
か
ら
の
報
告
を
受

け
た
。

　

最
後
に
各
コ
ー
ス
の
本
土
代

表
者
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、
大

会
宣
言
が
採
択
さ
れ
、
総
勢

２
０
０
０
名
の
参
加
者
に
よ
る

が
ん
ば
ろ
う
三
唱
で
２
日
間
の

平
和
行
進
を
締
め
括
っ
た
。

　

ま
た
、
17
日
に
は
国
労
参
加

者
だ
け
で
糸
満
市
に
あ
る
沖
縄

県
営
平
和
祈
念
公
園
に
向
か
っ

た
。

　

時
間
の
都
合
上
、
資
料
館
を

見
学
す
る
事
は
で
き
な
か
っ

た
が
、
平
和
祈
念
公
園
内
に
あ

る
平
和
の
礎
（
い
し
じ
）
を
視

察
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
平
和
へ
の

思
い
を
胸
に
し
て
帰
路
に
着
い

た
。

　

第
97
回
日
比
谷
メ
ー
デ
ー
実
行
委
員
会
主
催
の
「
第

97
回
日
比
谷
メ
ー
デ
ー
in
亀
戸
中
央
公
園
」
が
５
月
１

日
に
開
催
さ
れ
た
。

　

日
比
谷
野
外
音
楽
堂
が
建
て
替
え
で
使
用
休
止
の
た

め
、
今
回
は
初
め
て
東
京
都
江
東
区
の
亀
戸
中
央
公
園

で
開
催
さ
れ
、
大
雨
の
中
、
労
働
者
２
千
人
が
参
加
し

た
。
尚
、
悪
天
候
の
た
め
デ
モ
行
進
は
中
止
と
な
っ
た
。

さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
終
戦

後
の
１
９
４
６
年
に
再
開
さ
れ

て
以
降
、
今
日
ま
で
続
き
、
今

年
で
第
97
回
を
迎
え
た
。

　

式
典
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
後
、

10
時
か
ら
開
会
さ
れ
た
。

　

代
表
幹
事
の
横
倉
一
夫
さ
ん

（
国
労
首
都
圏
本
部
書
記
長
）

が
開
会
宣
言
を
行
い
、
議
長
団

に
全
水
道
東
京
水
道
労
働
組
合

の
松
尾
勲
さ
ん
、
全
国
一
般
労

働
組
合
東
京
南
部
の
松
井
隆
直

さ
ん
が
選
出
さ
れ
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
、
代
表

幹
事
の
渡
邉
洋
さ
ん
（
全
国
労

働
組
合
連
絡
協
議
会
議
長
）
が

挨
拶
。
連
帯
挨
拶
を
第
97
回
中

央
メ
ー
デ
ー
実
行
委
員
会
の
黒

澤
幸
一
さ
ん
、
東
京
都
労
働
組

合
連
合
会
の
中
川
崇
委
員
長
が

行
っ
た
。
来
賓
と
し
て
東
京
都

産
業
労
働
局
の
関
口
尚
志
次
長

が
挨
拶
し
た
。

　

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
披
露
を
東
京

都
高
等
学
校
教
職
員
組
合
の
小

浦
翔
太
さ
ん
が
行
い
、
続
い
て

決
意
表
明
・
訴
え
が
、「
最
賃
・

労
働
法
制
に
つ
い
て
」
郵
政
産

　

国
鉄
新
聞
第
３
３
１
０
号

（
２
０
２
６
年
５
月
１
日
）
２

面
の
【
２
０
２
６
年
春
闘
各

社
回
答
内
容
に
つ
い
て
】
表

内
で「
西
日
本
」の
賃
金
改
善
・

そ
の
他
の
項
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
の
で
お
詫
び
し
て
訂

正
致
し
ま
す
。

【
お
詫
び
と
訂
正
】

業
労
働
者
ユ
ニ
オ
ン
の
松
原
義

孝
さ
ん
、「
外
国
人
労
働
者
に

つ
い
て
」
移
住
者
と
連
帯
す
る

全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
行
わ

れ
、
最
後
に
５
・
３
憲
法
大
集

会
実
行
委
員
会
の
菱
山
南
帆
子

さ
ん
か
ら
集
会
参
加
へ
の
訴
え

が
行
わ
れ
た
。

　

第
97
回
日
比
谷
メ
ー
デ
ー
の

ア
ピ
ー
ル
を
日
本
電
気
計
器
検

定
所
労
働
組
合
の
都
田
真
人
さ

ん
が
読
み
上
げ
て
全
体
の
拍
手

で
採
択
さ
れ
た
。

　

議
長
団
解
任
後
、
代
表
幹
事

の
中
島
由
美
子
さ
ん
（
中
小
民

間
労
組
懇
談
会
代
表
）
の
閉
会

挨
拶
、
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
式

典
を
無
事
に
終
え
た
。

開会宣言を行う横倉一夫さん

◎
近
畿
地
方
本
部
・
大
阪
貨
物

分
会　

徳
田
哲
也
さ
ん
60
歳

４
月
21
日
付　

◎
北
海
道
本
部
・
輪
西
車
両
所

分
会　

藤
井
勇
聡
さ
ん
28
歳　

５
月
25
日
付

　

15
日
に
那
覇
文
化
芸
術
劇

場
な
は
ー
と
大
劇
場
に
て
平
和

行
進
全
国
団
結
式
が
開
催
さ
れ

た
。

　

基
調
講
演
で
は
琉
球
大
学
名

誉
教
授
で
あ
る
高
良
鉄
美
氏
か

ら
、「
５
・
15
の
国
際
的
、
憲

法
的
意
義
」
と
題
し
て
、
ア
メ

リ
カ
か
ら
日
本
へ
返
還
さ
れ
る

当
時
の
沖
縄
で
の
苦
労
な
ど
報

告
を
受
け
た
。

　
「
復
帰
54
年
第
49
回
５
・
15
沖
縄
平
和
行
進
」
お
よ
び

「
５
・
15
平
和
と
く
ら
し
を
守
る
県
民
大
会
」
が
５
月
15

日
～
16
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
、
国
労
か
ら
は
４
名
が

参
加
し
た
。
ま
た
、
地
域
か
ら
も
国
労
組
合
員
の
参
加

が
あ
っ
た
。

沖縄平和行進参加者（左から松本・工藤・竹内）


